
私
は
目
下
大
学
同
窓
会
の
理
事
を
拝
命
し
て
い
る
。

高
校
や
大
学
の
同
窓
会
、
会
社
Ｏ
Ｂ
会
等
と
い
う
も

の
は
、
悠
々
自
適
と
い
う
美
名
の
精
神
的
老
境
に
入
っ

て
い
る
か
、
生
甲
斐
を
無
く
し
人
生
の
緊
迫
感
を
欠

い
て
い
る
か
、
そ
う
言
っ
た
類
の
人
が
群
れ
て
、
単

に
昔
を
懐
か
し
む
仲
良
倶
楽
部
に
過
ぎ
な
い
と
、
半

ば
軽
蔑
し
て
き
た
。
同
窓
会
役
員
を
引
受
け
る
の
は
、

閑
職
に
居
る
人
の
す
る
こ
と
と
避
け
て
き
た
の
も
事

実
で
あ
る
。
「
や
あ
お
前
か
！
」
と
学
校
や
会
社
卒

業
後
に
当
時
の
仲
間
に
出
逢
っ
て
、
旧
交
を
温
め
た

く
な
る
心
境
も
決
し
て
解
ら
な
い
で
は
な
い
。
少
な

く
と
も
今
は
、
自
分
の
弱
さ
を
曝
け
出
す
の
は
厭
だ
。

張
っ
た
り
で
も
良
い
か
ら
、
群
れ
ず
に
一
人
で
も
毅

然
と
し
て
生
き
て
い
た
い
・
・
。
と
若
い
時
思
っ
て

い
た
私
が
、
何
故
か
大
学
同
窓
会
の
支
部
長
を
三
期
、

全
国
理
事
を
七
期
、
勤
め
て
い
る
の
だ
か
ら
自
分
で

も
不
思
議
と
言
え
ば
不
思
議
で
あ
る
。

高
校
の
同
窓
会
は
、
全
く
不
義
理
を
し
て
い
る
。

高
校
を
一
年
間
休
学
し
た
の
で
、
自
ず
と
皆
と
疎
遠

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
高
校
創
立
百
三
十
周
年
記

念
を
迎
え
る
と
か
で
、
先
日
も
実
行
委
員
会
か
ら
同

窓
会
会
報
と
募
金
趣
意
書
が
送
付
さ
れ
て
き
た
。
友

に
誘
わ
れ
同
窓
会
に
一
、
二
度
出
席
し
た
こ
と
も
あ

る
が
、
卒
業
後
の
私
の
交
際
範
囲
は
狭
く
、
会
話
は

弾
ま
な
か
っ
た
。
私
の
親
交
は
専
ら
、
同
窓
会
と
は
疎
遠

な
人
種
芸
術
畑
の
友
で
あ
っ
た
。
今
で
は
、
彫
刻
家

と
声
楽
家
の
二
人
は
既
に
他
界
、
後
輩
の
一
人
は
貧

乏
画
家
の
ま
ま
で
あ
る
。
休
学
仲
間
で
唯
一
人
異
色

は
、
某
大
手
監
査
法
人
理
事
長
に
成
っ
た
友
が
居
る
。

こ
の
友
人
と
の
共
通
項
は
ジ
ャ
ズ
で
あ
っ
た
。

友
人
は
休
学
時
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
、
私
は
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
を
覚
え
た
。
当
時
の
ド
イ
ツ
映
画
「
朝
な

夕
な
に
」
を
観
て
二
人
共
感
動
し
た
。
特
に
心
に
残

り
惹
か
れ
た
シ
ー
ン
は
、
生
徒
達
で
結
成
さ
れ
た
ジ
ャ

ズ
・
バ
ン
ド
の
仲
間
が
病
気
で
亡
く
な
り
、
葬
儀
に

参
列
し
て
お
墓
の
前
で
演
奏
す
る
カ
ッ
ト
だ
っ
た
。

主
題
の
「
真
夜
中
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
」
が
墓
地
に
鳴

り
響
く
哀
調
の
旋
律
は
、
休
学
中
の
二
人
の
胸
を
熱

く
さ
せ
た
。
友
は
早
速
Ｅ
Ｐ
版
レ
コ
ー
ド
を
入
手
し
、

こ
の
曲
を
コ
ピ
ー
し
て
吹
い
た
。
文
化
祭
の
余
興
に
、

飛
び
入
り
の
即
席
バ
ン
ド
で
二
人
で
演
奏
し
た
記
憶

が
あ
る
。
校
章
と
ん
ぼ
の
由
来
か
ら
「
と
ん
ぼ
祭
」

と
呼
ば
れ
る
学
園
祭
だ
っ
た
。
こ
の
『
真
夜
中
の
ブ

ル
ー
ス
』
（
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
プ
フ
ェ
ル
ト
楽
団
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
ビ
リ
ー
・
モ
ー
）
は
当
時
ヒ
ッ
ト
し
た
。

か
よ
う
に
、
高
校
時
代
の
同
窓
生
と
疎
遠
な
の
は
、

多
感
な
青
春
時
代
の
一
種
の
見
栄
と
休
学
の
負
い
目

が
災
い
し
、
胸
襟
を
開
い
て
仲
間
に
飛
び
込
む
勇
気

が
無
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
友
は
早
稲
田

の
政
経
学
部
に
、
私
は
地
方
の
国
立
大
工
学
部
に
進

学
、
互
い
に
部
活
は
ジ
ャ
ズ
の
世
界
に
身
を
置
い
た
。

友
は
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
の
、
私
は
ス
イ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
の

バ
ン
ド
で
活
躍
し
た
。
今
で
も
年
賀
状
を
交
わ
す
高

校
の
友
人
は
、
数
名
と
少
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

一
方
、
私
の
大
学
時
代
の
友
人
は
多
い
方
で
あ
る
。

軽
音
楽
倶
楽
部
の
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
活
動
を
通
じ
て
、

公
の
場
に
姿
を
晒
し
て
い
た
の
で
、
先
方
か
ら
声
を

掛
け
て
く
る
友
人
も
居
る
か
ら
で
、
高
校
時
代
と
異

な
り
友
人
に
は
恵
ま
れ
て
き
た
。
そ
ん
な
環
境
下
、

四
十
歳
代
の
頃
か
ら
、
仕
事
上
の
人
脈
作
り
で
会
合

に
も
良
く
顔
を
出
し
た
。
私
を
更
に
同
窓
会
活
動
に

駆
り
立
て
の
は
、
大
学
独
立
法
人
化
の
動
き
が
始
ま

る
三
年
前
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
の
方
針
で
、
平
成

十
六
年
四
月
一
日
よ
り
、
国
立
大
学
が
一
斉
に
独
立

法
人
と
な
っ
た
。
国
立
大
学
の
教
師
や
職
員
は
、
国

家
公
務
員
で
な
く
な
っ
た
。
大
学
は
今
、
文
科
省
か

ら
の
予
算
削
減
で
、
嫌
で
も
私
立
大
学
的
な
経
営
感

覚
と
組
織
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
卒
業
生

の
組
織
化
も
盛
ん
に
な
り
、
同
窓
会
と
母
校
の
連
携

強
化
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
従
来
の
懐
か
し

さ
に
頼
る
だ
け
の
活
動
で
は
済
ま
さ
れ
な
く
な
っ
た

か
ら
だ
。
お
ま
け
に
母
校
の
科
学
技
術
交
流
を
大
儀

に
し
た
、
同
窓
会
館
建
設
の
寄
付
金
募
集
の
実
行
委

員
に
任
命
さ
れ
た
。
後
輩
に
同
窓
会
の
役
員
職
を
譲

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い

羽
目
に
陥
っ
た
。
全
く
国
公
立
の
先
生
達
は
、
長
年

自
分
で
銭
を
稼
ぐ
こ
と
を
知
ら
ず
に
来
た
か
ら
、
何

か
と
言
う
と
同
窓
生
の
寄
付
金
や
企
業
の
協
賛
金
を

充
て
に
す
る
。
こ
の
悪
習
を
捨
て
切
れ
な
い
。
こ
の

思
考
回
路
は
全
く
困
り
も
の
だ
。
唯
学
生
の
リ
ク
ル
ー

ト
目
的
だ
け
で
、
企
業
が
お
目
当
て
の
研
究
室
に
科

研
費
を
貢
い
で
き
た
弊
害
で
も
あ
る
。
あ
る
面
、
企

業
側
や
Ｏ
Ｂ
の
思
惑
が
、
特
に
理
系
の
先
生
を
増
長

さ
せ
慢
心
さ
せ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

大
学
同
窓
会
活
動
の
お
陰
で
、
幸
い
呆
け
な
い
で

済
む
。
他
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
業
、
自
作
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
管
理
、
小
説
と
随
想
の
雑
文
執
筆
、
健
康
保
持
の

趣
味
の
社
交
ダ
ン
ス
と
ス
ポ
ー
ツ
倶
楽
部
の
水
泳
・
・
、

こ
れ
で
結
構
楽
し
い
毎
日
で
あ
る
。
大
学
の
同
窓
の

仲
間
か
ら
「
良
い
な
ー
お
前
は
毎
日
が
日
曜
日
で
な

く
て
・
・
・
」
と
羨
や
ま
れ
る
。
吾
が
六
十
歳
代
は
、

自
分
で
も
結
構
充
実
し
た
人
生
だ
と
自
認
し
て
い
る
。

こ
の
先
も
濡
れ
落
葉
に
成
る
事
だ
け
は
ゴ
メ
ン
ダ
。

了
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同
窓
会
随
想
録

平
成
十
六
年
十
月
十
四
日
記
す

濡
れ
落
葉
は
ゴ
メ
ン
だ
！
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か
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